
（写） 

都営地下鉄大江戸線延伸の早期着工に関する要望書 

 

時下、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

都営地下鉄大江戸線の延伸（光が丘～大泉学園町）は、平成 27年 7月に東京

都が発表した「広域交通ネットワーク計画について」において、優先的に検討

すべき５路線の一つに選定され、また、昨年４月には国の諮問機関である交通

政策審議会の答申で「進めるべき６つのプロジェクト」に位置付けられました。 

本路線は、首都圏の鉄道ネットワークを充実・強化するうえで欠くことので

きない路線であり、東京都区部にわずかに残る鉄道空白地域を大きく改善する

ものです。また、豊かなみどりが残る地域に、都市の利便性を兼ね備えること

で、延伸地域のポテンシャルを最大限引き出し、良好な住宅都市を形成するこ

とができます。 

大江戸線の延伸は、区および地域住民の長年の悲願であり、区民・区議会・

区は一体となって早期実現に向けて取り組んでいます。昨年 10 月に行った  

大江戸線延伸促進大会では、これまでの促進大会の中で最も多い 1,200 名の方

が参加し、早期着工を東京都へ要請していくことを決議しました。 

促進大会での決議を踏まえ、以下の３点を進めていただくよう要望します。 

 

記 

 

１ 大江戸線の延伸について、練馬区と協議を進め、事業化に向けた考え方を

示すこと。あわせて、着工に向けた調査・手続きを早急に開始すること。 

 

２ 都市計画道路補助 230 号線の用地取得を速やかに進め、大江戸線延伸に必

要な導入空間を早期に確保すること。道路整備にあたっては、大江戸線延

伸に合わせた設計と工程調整に努めること。 

 

３ 周辺道路や交通広場の整備による円滑な交通環境の確保、土地の有効利用

の促進など、練馬区が実施または検討しているまちづくりへの協力・支援

に努めること。 
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